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「国際禅研究プロジェクト」活動報告

１．研究組織ならびにプロジェクト会議

〇研究組織
　全体の統括を行う研究代表者の下に、「中国における禅の形成過程の解
明」を目的とする第Ⅰ部会と、「日本における禅思想の受容過程の解明」
を目的とする第Ⅱ部会を設置し、以下のような人員配置を行った。

　研究代表者　伊吹　敦（東洋大学教授）

　第Ⅰ部会
　　１．初期禅宗文献のテキスト研究
　　　　　伊吹　敦
　　　　　程　　正（駒澤大学仏教学部教授）
　　２．唐から宋に至る禅思想史の解明
　　　　　伊吹　敦
　　　　　齋藤智寛（東北大学文学研究科准教授）
　　　　　柳　幹康（花園大学文学部講師）
　　３．禅問答・公案の研究
　　　　　土屋太祐（新潟大学人文社会教育科学系准教授）

　第Ⅱ部会
　　１．奈良・平安時代における禅受容過程の解明
　　　　　伊吹　敦 

　　２．鎌倉時代における禅の受容過程の解明
　　　　　舘　隆志（東洋大学東洋学研究所客員研究員）
　　　　　何　燕生（郡山女子大学短期大学部教授）
　　３．禅文化の研究
　　　　　原田香織（東洋大学文学部教授）
　　　　　村松哲文（駒澤大学仏教学部教授）
　　　　　ダヴァン・ディディエ（国文学研究資料館研究部准教授）
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　　４．日本禅の海外への展開伝播過程の解明
　　　　　伊吹　敦 

　　　　　　研究支援者　金子奈央（中村元東方研究所）
　　　　　　リサーチ・アシスタント　板敷真純（東洋大学大学院）

〇プロジェクト会議
　研究活動を円滑に行うために、国際禅研究プロジェクトでは定期的に会
合を開いている。本年度開催したプロジェクト会議は以下の通りである。

　第 1 回　日　時：2017 年 5 月 20 日（土）　17：00～19：00

　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　文学部会議室

　第 2 回　日　時：2017 年 6 月 17 日（土）　17：00～18：00

　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　文学部会議室

　第 3 回　日　時：2017 年 7 月 29 日（土）　17：00～18：00

　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　文学部会議室

　第 4 回　日　時：2017 年 9 月 16 日（土）　17：00～18：00

　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　文学部会議室

　第 5 回　日　時：2017 年 10 月 21 日（土）　12：00～13：10

　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　文学部会議室

　第 6 回　日　時：2017 年 11 月 18 日（土）　17：00～18：00

　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　文学部会議室

　第 7 回　日　時：2017 年 12 月 16 日（土）　12：00～13：10

　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　第四会議室

　第 8 回　日　時：2018 年 1 月 27 日（土）　13：30～14：10

　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　文学部会議室

　第 9 回　日　時：2018 年 2 月 24 日（土）　17：00～18：00

　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　文学部会議室
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２．定例研究会

　本年度に本プロジェクトが開催した定例研究会での研究発表は、以下の
通りである。

　第Ⅰ部会
　　第１回　日　時：2017 年 6 月 17 日（土）　16:00～17:30

　　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　文学部会議室
　　　　　　発表者及びテーマ：
　　　　　　　　　　伊吹　敦（東洋大学文学部教授）
　　　　　　　　　　　「道璿による「開法」と最澄への影響」

　　第２回　日　時：2017 年 7 月 29 日（土）　14:00～15:30

　　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　文学部会議室
　　　　　　発表者及びテーマ：
　　　　　　　　　　齋藤智寛（東北大学文学研究科准教授）
　　　　　　　　　　　「『付法蔵伝』と隋唐仏教の西天祖師説」

　　第３回（国際シンポジウム「東アジアにおける禅思想の諸相」と
　　　　　　併催）
　　　　　　日　時：2017 年 12 月 16 日（土）　13:30～14:50

　　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　6218 教室
　　　　　　発表者及びテーマ：
　　　　　　　　　　柳　幹康（花園大学文学部講師）
　　　　　　　　　　　「愚中周及『稟明抄』と『宗鏡録』」

　　第４回　日　時：2018 年 2 月 24 日（土）　14:00～15:30

　　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　文学部会議室
　　　　　　発表者及びテーマ：
　　　　　　　　　　土屋太祐（新潟大学人文社会教育科学系准教授）
　　　　　　　　　　　「玄沙師備の仏性観」

　第Ⅱ部会
　　第１回　日　時：2017 年 5 月 20 日（土）　15:00～16:30
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　　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　文学部会議室
　　　　　　発表者及びテーマ：
　　　　　　　　　　伊吹　敦（東洋大学文学部教授）
　　　　　　　　　　　「初期禅宗と「般若経」」

　　第２回　日　時：2017 年 9 月 16 日（土）　15:00～16:30

　　　　　　会　場：東洋大學白山キャンパス　文学部会議室
　　　　　　発表者及びテーマ：
　　　　　　　　　　原田香織（東洋大学文学部教授）
　　　　　　　　　　　「明菴栄西『喫茶養生記』考─鎌倉初期禅宗に
　　　　　　　　　　　おける喫茶文化の教え」

　　第３回（ラジ・シュタイネック先生講演会と併催）
　　　　　　日　時：2017 年 10 月 21 日（土）　13:30～16:20

　　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　6211 教室
　　　　　　発表者及びテーマ：
　　　　　　　　　　村松哲文（駒澤大学教授）
　　　　　　　　　　　「頂相研究の諸問題」
　　　　　　　　　　ステファン・グレイス（大正大学講師）
　　　　　　　　　　　「鈴木大拙の現代仏教に対する批判」

　　第４回　日　時：2017 年 11 月 18 日（土）　14:00～15:30

　　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　文学部会議室
　　　　　　発表者及びテーマ：
　　　　　　　　　　何　燕生（郡山女子大学教授）
　　　　　　　　　　　「現代中国語圏における道元の発見」

　　第５回（黄青萍先生講演会と併催）
　　　　　　日　時：2018 年 1 月 27 日（土）　
　　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　第三会議室
　　　　　　　　発表者及びテーマ：
　　　　　　　　　　舘　隆志（東洋大学東洋学研究所客員研究員）
　　　　　　　　　　　「兀庵普寧の来日と日中禅僧の交流」
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３．公開講演会・国際シンポジウム

　本年度に本プロジェクトが開催した公開講演会、ならびに国際シンポジ
ウムは、以下の通りである。

〇公開講演会
　第１回　日　時：2017 年 10 月 21 日（土）　16:30～17:50

　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　6211 教室
　　　　　講演者：ラジ・シュタイネック（スイス・チューリヒ大学教授）
　　　　　テーマ：「道元と時間論」

　第２回　日　時：2018 年 1 月 27 日（土）　16:20～17:50

　　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　第三会議室
　　　　　講演者：黄青萍（台湾・銘伝大学助理教授）
　　　　　テーマ：「敦煌文獻中的北宗禪及其研究價値」

〇国際シンポジウム
　１．「第 6 回 日 ･ 韓 ･ 中 国際仏教学術大会─東アジアにおける禅仏教の

思想と意義─」（東洋大学東洋学研究所・金剛大学校（韓国）仏教
文化研究所・中国人民大学仏教与宗教学理論研究所と共催）

　　　　日　時：2017 年 7 月 1 日（土）・7 月 2 日（日）
　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　6211 教室
　　　　発表者及びテーマ：
　　　　　　　　齋藤智寛（東北大学文学研究科准教授）
　　　　　　　　　「禅問答の誕生と公案禅・看話禅への展開」
　　　　　　　　舘　隆志（東洋大学東洋学研究所客員研究員）
　　　　　　　　　「中世禅林における端午」
　　　　　　　　柳　幹康（花園大学文学部講師）
　　　　　　　　　「夢窓疎石と『宗鏡録』」
　　　　コメンテーター：
　　　　　　　　程　　正（駒澤大学仏教学部教授）
 パク・コンジュ（全南大学校）「『菩提達磨論』の禅旨

とその意義」に対するコメント
　　　　　　　　金子奈央（中村元東方研究所）
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 舘隆志（東洋大学東洋学研究所客員研究員）「中世禅
林における端午」に対するコメント

　　　　　　　　土屋太祐（新潟大学人文社会教育科学系准教授）
 チェ・ヨンシク（東国大学校）「高麗末の看話禅伝統

確立の歴史的背景」に対するコメント
（以上、本プロジェクト関係者のみ掲げた）

　２．「東アジアにおける禅思想の諸相」
　　　　日　時：2017 年 12 月 16 日（土）　13:30～17:50

　　　　会　場：東洋大学白山キャンパス　6218 教室
　　　　発表者及びテーマ：
　　　　　　　　柳　幹康（花園大学文学部講師）
　　　　　　　　　「愚中周及『稟明抄』と『宗鏡録』」
　　　　　　　　呉　孟謙（台湾国立中山大学助理教授）
　　　　　　　　　「獨空禪師與明代伏牛山的鍊磨場」
　　　　　　　　商　海鋒（香港教育大学助理教授）
 「『雪竇錄宋元本 貌新探─以東亞所藏該録稀見古版爲

中心」




